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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 2日 (2005.11.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ ッ ケ ー ジ 本 体 に 銅 又 は 銅 合 金 か ら な る 放 熱 部 材 が 接 合 さ れ 、 該 放 熱 部 材 に 、 ニ ッ ケ ル
メ ッ キ が 複 数 回 か け ら れ て な る 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ に お い て 、
　 １ 回 目 に か け ら れ る ニ ッ ケ ル メ ッ キ 層 の 厚 さ を １ ． ５ ～ ２ ． ５ μ ｍ と し た こ と を 特 徴 と
す る 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 パ ッ ケ ー ジ 本 体 に 銅 又 は 銅 合 金 か ら な る 放 熱 部 材 が 接 合 さ れ 、 該 放 熱 部 材 に 、 ニ ッ ケ ル
メ ッ キ が 複 数 回 か け ら れ て な る 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ に お い て 、
　 １ 回 目 に か け ら れ る ニ ッ ケ ル メ ッ キ 層 の 厚 さ を １ ． ５ ～ ２ ． ０ μ ｍ と し た こ と を 特 徴 と
す る 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】

前 記 ニ ッ ケ ル メ ッ キ 層 が 、 Ｎ ｉ － Ｃ ｏ メ ッ キ で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 電 子 部 品 用 パ ッ ケ ー ジ 。



　 前 記 目 的 を 達 成 す る は 、 パ ッ ケ ー ジ 本 体 に 銅 又 は 銅 合 金 か
ら な る 放 熱 部 材 が 接 合 さ れ 、 該 放 熱 部 材 に 、 ニ ッ ケ ル メ ッ キ が 複 数 回 か け ら れ て な る 電 子
部 品 用 パ ッ ケ ー ジ に お い て 、 １ 回 目 に か け ら れ る ニ ッ ケ ル メ ッ キ 層 の 厚 さ を １ ． ５ ～ ２ ．
５ μ ｍ と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 の 厚 さ は １ ． ５ ～ ２ ． ５ μ ｍ の 範 囲 と す れ ば よ い
が 、 よ り 好 ま し く １ ． ５ ～ ２ ． ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。
こ の よ う な 範 囲 、 つ ま り 上 限 厚 さ を 薄 く す る と 、 １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 自 体 の フ ク レ の 発 生
を 皆 無 と で き る た め で あ る 。 な お 、 ２ 回 目 以 降 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 の 厚 さ は 、 そ の メ ッ キ 自 体
に よ る 密 着 性 の 問 題 な ど が な い 範 囲 （ 例 え ば ０ ． ５ ～ ２ ． ５ μ ｍ ） で 適 宜 に 設 定 す れ ば よ
い が 、 な る べ く １ 回 目 と 同 一 厚 さ と す る の が メ ッ キ 作 業 上 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 説 明 よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 放 熱 部 材 が ロ ー 付 け さ れ た 電 子 部 品 用

次 の よ う な 効 果 が あ る 。 さ
れ た 放 熱 部 材 上 の １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 の 厚 さ を １ ． ５ ～ ２ ． ５ μ ｍ と し た こ と か ら 、 加
熱 処 理 し て も 、 そ の メ ッ キ 自 体 の フ ク レ も な い し 、 放 熱 部 材 に お け る そ の ニ ッ ケ ル メ ッ キ
層 の 表 面 に Ｃ ｕ － Ｎ ｉ 合 金 層 の 発 生 を 有 効 に 防 止 で き る 。 し た が っ て 、 ２ 回 目 の ニ ッ ケ ル
メ ッ キ の フ ク レ の 発 生 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 こ の 結 果 、 こ の 種 の 電 子 部 品 パ ッ ケ ー ジ の
製 造 歩 留 ま り を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か も 、 １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 の 厚 さ の 上 限 を ２ ． ５ μ ｍ と し た た め 、 放 熱 部 材 を ロ ー
付 け し た 後 で Ｎ ｉ メ ッ キ を か け た と し て も 、 同 Ｎ ｉ メ ッ キ が 厚 い こ と に よ る パ ッ ケ ー ジ の
ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 部 位 な ど の メ タ ラ イ ズ 層 の 剥 が れ や 同 Ｎ ｉ メ ッ キ 自 体 の 密 着 性 の 低 下
も な い 。 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 の 厚 さ の 上 限 を

と し た も の で は 、 １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 自 体 に よ る 他 の 部 位 の メ タ ラ イ ズ 層 の 剥
離 や そ れ 自 体 の フ ク レ を 発 生 を 皆 無 と で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 、 １ 回 目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 ３ １ の 厚 さ を 厚 く す る ほ ど 、 そ の
Ｎ ｉ メ ッ キ 層 ３ １ の 表 面 に 存 在 す る Ｃ ｕ の 量 は 減 少 し て い る 。 な お 、 試 料
が そ れ よ り 薄 い 試 料 Ｎ ｏ ． ６ ， ７ の も の よ り Ｃ ｕ の 拡 散 量 が 若 干 多 か っ た 。 し か し 、 １ 回
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た め 、 請 求 項 １ に 係 る 本 発 明

は 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の よ う に 、

パ ッ ケ
ー ジ に よ れ ば す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て は 、 接 合

と り わ け 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の よ う に 、 １
２ ． ０ μ ｍ

Ｎ ｏ ． ８ の も の



目 の Ｎ ｉ メ ッ キ 層 ３ １ の 厚 さ を １ ． ５ μ ｍ 以 上 と し た 試 料 Ｎ ｏ ． ４ ～ ９ の も の に お い て は
、 試 料 Ｎ ｏ ． １ と ２ の も の よ り 銅 の 拡 散 量 が 確 実 に 小 さ く 、 １ ０ 原 子 ｗ ｔ ％ 以 下 と な っ て
い る 。 こ の 結 果 よ り Ｎ ｉ メ ッ キ 層 ３ １ が 厚 く な る 程 、 拡 散 し た 銅 が Ｎ ｉ メ ッ キ 層 ３ １ の 表
面 に 存 在 し に く い こ と が わ か る 。 こ の 結 果 よ り 、 Ｃ ｕ 拡 散 量 を 減 少 す る 点 か ら は 、 メ ッ キ
層 ３ １ の 厚 を な る べ く 厚 く す る の が 好 ま し い こ と が 分 か る 。
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